
時の流れを慈しみ
福津の暮らしを未来へつなぐ
景観まちづくり

福岡県 福津市

③取組において
工夫した点

福津市では、市民主導による景観まちづくりへの円滑な展開を見据
えて、生活者である市民の暮らしの社会基盤施設としての“フットパ
ス”に焦点を当て、景観計画を策定しました。

現在では、市民活動団体と指定管理者の連携によるフットパスを活
用したイベントの開催等が定例的に行われています。 ▲福津市景観計画に定める

フットパスネットワーク

【取組の実施体制】
景観まちづくりを推進するため
には、市民、事業者、行政が一
体となり、お互いの責務をしっ
かり理解し、共働しなければな
しえません。それぞれが、それ
ぞれの立場・役割での自主的な
取り組みや、相互の連携・意見
交換をしながら、景観まちづく
りを進めています。

【取組において工夫した点】
計画の法的な実効性を担保す
る「福津市景観条例」、実際
の適用に当たっての詳細な手
引きとしての「届出の手引
き」を併せて用いることによ
り、実効性の高い景観計画と
しています。
また、景観の広域性に配慮し、
近隣市（宗像市）の景観計画
および景観条例との連携・調
整を図っています。
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